
令和４年３月２９日 

 

大阪初！事業者協力型自家用有償旅客運送による 

石見川・小深・太井・鳩原地域バスの運行 

及び同地域における乗合タクシーの試行について 
 

 

 令和４年３月をもって、南海バス小深線（石見川系統）が廃線することを受けて、本路線を現在

利用している遠距離通学の児童・生徒の通学手段や、沿線の地域住民の移動手段を確保するため、

令和４年４月より、市が石見川・小深・太井・鳩原地域バス（以下、地域バス）を運行します。 

 この地域バスは、スクールバスとしての機能を核とし、地域住民もスクールバスに有償で乗車可

能とすることで、地域住民の移動手段確保に繋げるもので、地域住民との約半年間の協議を経て実

現に至ったものです。さらに、大阪で初となる事業者協力型自家用有償旅客運送を採用し、交通事

業者が地域バスの運行管理や車両整備管理を担うことで、安全・安心なサービスを効率的に提供す

ることが可能となっています。 

一方、地域バスは学校活動にあわせた運行となり、便数にも限りがあることから、地域住民との

協議の結果、地域バスを補完するサービスとして、令和４年４月より、同地域において乗合タクシ

ーの試行も併せて実施します。乗合タクシーについては１年間かけて最適なサービスを検証し、令

和５年４月からの本格運行を目指します。 

 

 １．概要 令和４年４月から運行開始 

    ・地域バス（事業者協力型自家用有償旅客運送事業） 

    ・地域乗合タクシー（試行運行） 

 

 ２．対象 河内長野市 石見川、小深、太井、鳩原 

    １４３世帯２９３人（令和４年２月末現在） 

 

 ３．その他 地域バスは通学時の安全性確保等の観点から 

沿線の地域住民のみ利用可能です。 

 

【問い合わせ】河内長野市 都市づくり部 都市計画課 

電話：０７２１－５３－１１１１ 

河内長野市 報道提供資料 

地域の小中学生が応募した中から 

決まったシンボルキャラクター 

「楠坊
く す ぼ う

」 


